
（
３
）

究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

集
』
と
略
一

り
で
あ
る
。

（
２
）

『
往
生
要
集
釈
（
紗
）
』
（
以
下
『
釈
』
）
（
記
名
な
し
）

『
往
生
要
集
略
料
簡
』
（
以
下
『
略
料
簡
』
）
源
空
記

『
往
生
要
集
料
簡
』
（
以
下
『
料
簡
』
）
源
空
記

『
往
生
要
集
詮
要
』
（
以
下
『
詮
要
』
）
源
空
作

今
こ
れ
ら
『
要
集
』
釈
書
の
研
究
史
を
簡
単
に
振
り
返
れ
ば
、
思
想
内
容
の
検
討
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
連
動
す
る
形
で
、

こ
れ
ら
の
註
釈
書
の
成
立
が
法
然
の
生
涯
（
思
想
の
展
開
）
の
中
、
い
ず
れ
の
時
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
を
一
つ
の
論
点
と
し
て
研

了
慧
道
光
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
『
古
本
漢
語
灯
録
』
巻
六
に
は
、
法
然
（
二
三
三
～
一
二
一
三
の
『
往
生
要
集
』
（
以
下
『
要

（
１
）

』
と
略
す
）
に
関
す
る
四
種
の
註
釈
書
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
『
古
本
漢
語
灯
録
』
の
順
序
に
し
た
が
っ
て
挙
げ
れ
ば
以
下
の
と
お

法
然
『
往
生
要
集
』
釈
書
の
研
究

法
然
『
往
生
要
集
』
釈
害
の
研
究

は
じ
め
に

ｌ
『
料
簡
』
・
『
略
料
簡
』
を
中
心
に
Ｉ
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田
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ま
た
、
四
釈
書
中
の
成
立
の
前
後
に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
が
あ
る
。
と
く
に
服
部
正
穏
氏
と
末
木
文
美
士
氏
は
、
四
釈
書

（
７
）

個
々
の
成
立
段
階
に
か
な
り
幅
を
考
え
る
説
を
出
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
ま
で
『
釈
』
↓
『
詮
要
』
と
い
う
見
方
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、

『
詮
要
』
の
成
立
を
最
初
と
す
る
見
方
を
示
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
『
詮
要
』
↓
『
料
簡
』
・
『
略
料
簡
』
↓
『
釈
』
と
い
う
次
第
で
、

（
８
）
（
９
）

『
詮
要
』
を
四
十
三
歳
以
前
、
『
釈
』
を
五
十
八
歳
の
東
大
寺
講
説
の
頃
ま
で
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
に
対
す
る
批
判
も
あ
る
。

（
皿
）

ま
た
こ
れ
ら
の
研
究
に
加
え
、
近
年
で
は
資
料
批
判
的
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
林
田
康
順
氏
の
研
究
で
あ
る
。
本
稿
の
内
容
と
関

連
が
深
い
か
ら
、
氏
の
説
を
少
し
詳
し
く
紹
介
す
れ
ば
、
林
田
氏
は
四
釈
害
に
見
ら
れ
る
総
結
要
行
釈
（
『
要
集
』
第
五
助
念
方
法
門

（
ｕ
）

の
総
結
要
行
引
文
と
そ
の
註
釈
）
を
、
総
結
要
行
Ａ
釈
・
総
結
要
行
Ｂ
釈
に
二
分
し
、
『
釈
』
・
『
詮
要
』
に
あ
る
Ｂ
釈
に
つ
い
て
は
、

後
世
の
増
補
に
よ
る
も
の
と
主
張
さ
れ
た
（
た
だ
し
文
そ
の
も
の
は
い
ず
れ
も
法
然
の
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
）
。

今
、
林
田
氏
の
呼
称
に
し
た
が
っ
て
『
要
集
』
釈
書
中
に
あ
る
総
結
要
行
の
二
種
の
釈
文
の
所
在
を
示
せ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

『
釈
』
：
：
：
．
：
総
結
要
行
Ａ
釈
十
総
結
要
行
Ｂ
釈
（
※
広
・
略
・
要
の
う
ち
の
要
例
）

『
料
簡
』
：
：
：
総
結
要
行
Ｂ
釈
十
総
結
要
行
Ａ
釈
末
尾

『
略
料
簡
』
：
・
総
結
要
行
Ａ
釈
の
み

『
詮
要
』
：
．
…
総
結
要
行
Ｂ
釈
の
み
（
※
末
尾
に
あ
り
）

こ
れ
ら
総
結
要
行
Ａ
釈
．
Ｂ
釈
は
、
と
も
に
総
結
要
行
の
内
容
を
助
念
仏
（
Ａ
釈
で
は
助
念
門
の
意
）
と
位
置
づ
け
る
の
で
あ
る
が
、

す
な
わ
ち
、
石
井
教
道
氏
が
法
然
の
思
想
展
開
を
四
期
に
分
け
、
『
要
集
』
釈
書
の
成
立
を
第
一
期
す
な
わ
ち
四
十
三
歳
（
承
安
五

（
４
）

年
）
と
さ
れ
る
回
心
以
前
の
「
浅
劣
念
仏
期
（
要
集
浄
土
教
時
代
）
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
四
三
歳
の
回
心
以
後
五

（
５
）

（
６
）

十
八
歳
（
建
久
元
年
）
の
東
大
寺
講
説
ま
で
に
著
さ
れ
た
と
す
る
見
解
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
後
年
の
も
の
と
す
る
見
解
が
提
出
さ
れ
て

い
ス
》
。

法
然
『
往
生
要
集
』
釈
書
の
研
究
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そ
し
て
総
結
要
行
釈
を
除
け
ば
『
料
簡
』
・
『
略
料
簡
』
が
書
き
出
し
か
ら
結
び
の
文
ま
で
一
連
の
文
脈
を
持
っ
て
い
る
点
か
ら
す
れ

ば
、
こ
れ
ら
両
書
は
複
数
断
簡
を
編
集
し
た
も
の
と
言
う
よ
り
も
、
一
つ
の
独
立
し
た
原
初
形
態
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
総
結
要
行
釈
の

み
が
付
加
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
『
料
簡
』
・
『
略
料
簡
』
に
別
々
の
原
初
形
態
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
両
書
は
も
と
も
と
同
一
著
作
の
異
本
で
あ

っ
た
も
の
が
、
後
に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
総
結
要
行
釈
が
挿
入
さ
れ
た
た
め
に
別
々
の
異
な
る
著
作
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

そ
し
て
林
田
氏
は
内
容
・
形
式
の
面
か
ら
検
討
を
加
え
、
『
釈
』
の
Ｂ
釈
な
ら
び
に
『
詮
要
』
末
尾
の
Ｂ
釈
に
つ
い
て
は
後
世
の
増

補
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
首
肯
す
べ
き
論
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
最
近
の
研
究
と
し
て
南
宏
信
氏
は
、
こ
う
し
た
資
料
批
判
的
な
研
究
を
さ
ら
に
進
め
る
立
場
か
ら
、
四
釈
害
の
成
立
順
序
に

つ
い
て
一
つ
の
流
れ
を
想
定
す
る
こ
と
に
疑
問
を
呈
さ
れ
、
「
こ
れ
ら
四
本
は
当
初
か
ら
各
々
独
立
し
た
書
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の

（
皿
）

で
は
な
く
、
複
数
の
断
簡
か
ら
整
理
・
編
集
さ
れ
て
現
在
の
よ
う
に
成
立
し
た
と
推
考
す
る
」
と
の
見
方
を
提
示
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
筆
者
は
こ
う
し
た
研
究
の
状
況
を
ふ
ま
え
、
改
め
て
『
要
集
』
四
釈
害
に
つ
い
て
後
の
編
集
の
可
能
性
を
検
証
し
つ
つ
原
初
形

態
や
成
立
事
情
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
う
が
、
本
稿
で
は
と
く
に
『
料
簡
』
・
『
略
料
簡
』
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

予
め
見
通
し
を
述
べ
れ
ば
、
『
料
簡
』
に
存
在
す
る
総
結
要
行
Ｂ
釈
十
Ａ
釈
末
尾
と
『
略
料
簡
』
に
存
在
す
る
総
結
要
行
Ａ
釈
、
す

な
わ
ち
両
書
に
存
在
す
る
総
結
要
行
釈
は
、
前
後
の
文
脈
か
ら
判
断
す
る
に
す
べ
て
後
に
挿
入
さ
れ
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
。

Ａ
釈
で
は
こ
れ
を
『
要
集
』
の
本
意
に
あ
ら
ず
と
し
、
源
信
の
本
意
は
善
導
と
同
一
と
す
る
の
に
対
し
、
Ｂ
釈
で
は
こ
の
助
念
仏
を
も

っ
て
『
要
集
』
の
本
意
と
定
め
、
そ
れ
は
善
導
の
義
と
異
な
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
Ａ
釈
と
Ｂ
釈
は
『
要
集
』
の
本
意
に
つ
い
て

相
反
す
る
見
方
に
な
っ
て
い
る
。

法
然
『
往
生
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』
釈
書
の
研
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『
料
簡
』
と
『
略
料
簡
』
を
比
較
し
て
み
る
と
、
両
言
は
総
結
要
行
釈
を
除
け
ば
ほ
と
ん
ど
同
文
で
あ
り
、
細
か
な
表
記
の
相
違
し

か
確
認
さ
れ
な
い
。
も
し
こ
れ
ら
両
書
を
別
々
の
時
の
法
然
の
口
述
も
し
く
は
著
作
と
見
る
な
ら
ば
、
そ
の
あ
ま
り
の
一
致
は
不
自
然

な
感
を
抱
か
せ
る
。
し
か
も
そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
総
結
要
行
釈
に
つ
い
て
は
両
者
ま
っ
た
く
の
別
文
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

両
書
を
比
較
し
た
と
き
に
感
じ
ら
れ
る
不
自
然
さ
を
、
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

筆
者
は
こ
れ
を
先
述
の
ご
と
く
、
『
料
簡
』
と
『
略
料
簡
』
は
も
と
も
と
総
括
要
行
釈
を
も
た
な
い
同
一
著
作
の
異
本
で
あ
り
、
後

に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
総
括
要
行
釈
が
挿
入
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
い
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
こ
と
を
内
容
の
上
か
ら
検
証
す
る

べ
く
考
察
に
入
ろ
う
。

で
は
な
い
か
と
推
考
す
る
の
で
あ
る
。
略
図
す
れ
ば
次
の
と
お
り
。

同
一
著
作
の
異
本

イ
殿
①
い
憲
癖
Ａ
釈
未
＆

原
初
形
態
が
後
に
挿
入
さ
れ
る

ま
ず
両
書
の
構
造
を
示
せ
ば
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
（
分
類
は
筆
者
に
よ
る
）
。

①
念
仏
を
要
と
為
す
根
拠
を
列
挙
す
る

法
然
『
往
生
要
集
』
釈
書
の
研
究

一
『
料
簡
』
・
『
略
料
簡
』
の
原
初
形
態

別
々
の
著
作
と
し
て
扱
わ
れ
る

］

↓
『
料
簡
』

↓
『
略
料
簡

一
一
一
一
一
一
一
一



①
念
仏
を
要
と
為
す
根
拠
を
列
挙
す
る

ノ
ニ
ル

ー
ー

冒
頭
に
『
要
集
』
序
の
一
文
（
「
是
故
依
二
念
仏
一
門
一
…
」

釈
で
は
、
序
の
文
は
一
部
の
奥
旨
を
預
め
略
述
す
る
も
の
で
、

こ
の
う
ち
、
後
の
挿
入
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
③
に
つ
い
て
は
一
旦
括
弧
に
入
れ
て
、
ま
ず
は
そ
れ
以
外
の
①
②
④
⑤
を
『
料

簡
』
・
『
略
料
簡
』
の
当
初
の
形
態
と
仮
定
し
て
文
脈
を
た
ど
り
、
書
き
出
し
か
ら
結
び
の
文
ま
で
一
連
の
文
脈
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
確

認
し
よ
う
。
な
お
、
先
述
の
ご
と
く
③
総
結
要
行
釈
以
外
、
両
書
は
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
か
ら
、
今
は
『
料
簡
』
の
文
に
よ
っ
て
考
察
を

進
め
る
。

ノ
ニ

ズ
ル
ノ
ー

『
昭
法
全
』
一
○
頁
六
行
目
「
往
生
要
集
序
云
」
～
二
行
目
「
任
二
各
楽
欲
一
而
已
」

②
念
仏
そ
の
も
の
を
明
か
す
文
を
出
す
（
観
察
門
の
文
）

一
一

『
昭
法
全
』
一
○
頁
二
行
目
「
観
察
門
云
」
～
一
五
行
目
「
可
レ
留
二
於
心
一
也
」

③
総
結
要
行
釈
（
『
料
簡
』
Ｂ
釈
十
Ａ
釈
末
尾
／
『
略
料
簡
』
Ａ
釈
）

一
一

『
昭
法
全
』
一
○
頁
一
五
行
目
「
総
結
要
行
云
」
～
一
二
頁
一
四
行
目
「
具
一
持
戒
等
一
美
」

④
念
仏
を
要
と
為
す
根
拠
を
詳
説
す
る
（
念
仏
証
拠
門
三
重
問
答
の
引
文
・
六
義
の
解
説
）

一
一

ク

『
昭
法
全
』
一
二
頁
一
六
行
目
「
念
仏
証
拠
門
云
」
～
一
三
頁
一
七
行
目
「
委
可
レ
思
し
之
」

⑤
往
生
階
位
の
文
を
引
き
善
導
に
帰
す
べ
き
こ
と
を
勧
め
る

二
ク

ズ

『
昭
法
全
』
一
三
頁
一
八
行
目
「
往
生
階
位
云
」
～
一
四
頁
四
行
目
「
必
可
し
帰
二
善
導
一
哉
」

法
然
『
往
生
要
集
』
釈
書
の
研
究

『
昭
法
全
』

そ
の
序
に

一
○
頁
）
が
引
か
れ
、
こ
れ
に
私
釈
が
加
え
ら
れ
る
。
私

ル

ー
一

「
依
二
念
仏
一
門
一
」
と
あ
る
か
ら
に
は
、
『
要
集
』
の
意
が

一
一
一
一
一
一
一
一
一



と
引
文
さ
れ
る
。
具
略
の
違
い
は
あ
る
が
別
相
観
・
総
相
観
・
雑
略
観
そ
し
て
三
想
一
心
称
念
の
文
と
行
住
座
臥
等
の
文
ま
で
、
後
半

し
ノ
ノ

ク
ム
ヲ

の
問
答
を
除
い
た
観
察
門
の
全
文
を
引
く
と
い
う
格
好
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
「
是
則
此
集
肝
心
也
、
行
者
能
可
レ
留
一
於
心
一
也
」

と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
観
察
門
の
引
文
は
や
や
唐
突
な
感
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
念
仏
を
要
と
為
す
こ
と
が
知
ら
れ
る
文
（
念
仏

為
要
の
根
拠
）
を
列
挙
し
た
か
ら
、
で
は
念
仏
と
は
い
か
な
る
行
い
で
あ
る
の
か
と
い
う
、
念
仏
そ
の
も
の
を
明
示
す
る
文
と
し
て
の

（
週
）

引
用
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
で
①
の
諸
引
文
と
②
の
観
察
門
の
文
は
引
意
が
異
な
り
、
①
か
ら
②
へ
と
論
の
展
開
が
確
認
さ
れ
る
。

ニ
ク

ノ
ト

ー
一

加
之
、
処
々
多
以
二
念
仏
一
為
二
往
生
要
《
其
文
非
レ
ー
。
（
『
昭
法
全
』
一
○
頁
）

ニ
ハ

と
、
『
要
集
』
に
は
念
仏
を
も
っ
て
往
生
の
要
と
な
す
意
が
知
ら
れ
る
文
は
一
つ
で
な
い
と
し
て
、
総
結
要
行
の
「
往
生
之
業
念
仏
為
し

本
」
の
文
、
念
仏
証
拠
門
の
二
文
が
引
か
れ
、
さ
ら
に
念
仏
証
拠
門
に
三
重
の
問
答
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
六
義
を
も
っ
て
念
仏
が
勧
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

②
念
仏
そ
の
も
の
を
明
か
す
文
を
出
す
（
観
察
門
の
文
）

一
一

続
い
て
「
観
察
門
云
」
と
し
て
、

・
ノ
ハ

ニ
ハ

初
心
観
行
不
し
堪
二
深
奥
一
、
乃
至
是
脱
当
可
レ
修
一
色
相
観
聿
此
分
為
し
一
二
。
一
別
相
観
、
二
惣
相
観
、
二
一
雑
略
観
。
随
意
楽
一
応
レ

ヲ
レ
テ

ニ
ハ

ハ
ト
テ
ニ
シ

用
し
之
。
初
別
相
勘
者
。
云
云
一
一
一
一
ハ
惣
相
観
者
。
云
云
ニ
ユ
雑
略
勵
者
。
云
云
志
有
し
不
し
堪
三
観
二
念
相
好
《
或
依
二
帰
命
想
《
或
依
二
引
摂

ハ
Ｗ
ノ

ハ
町
ノ

ハ
ｎ
″

震
或
依
一
往
生
想
《
応
一
一
、
吐
称
念
↓
肥
朏
繍
繊
研
同
行
住
坐
臥
、
語
黙
作
作
、
常
以
二
此
念
一
在
一
於
胸
中
一
如
二
飢
念
諺
食
、
如
ニ

ノ
ヲ
テ

ニ
シ
シ
テ
ヲ
セ
ヨ

シ
テ
ガ

ハ

ニ
モ
ハ
テ
ヲ
セ
ヨ
ハ
ト
ハ
ニ
シ
テ
ニ
シ
テ
ニ
モ
レ
コ
ト

渇
追
Ｐ
水
、
或
低
頭
挙
手
、
或
挙
レ
声
称
名
、
外
儀
錐
し
異
、
心
念
常
存
、
念
念
相
続
癌
採
莫
レ
忘
。
云
一
画一云

法
然
『
往
生
要
集
』
釈
書
の
研
究
三
三
四

諸
行
を
も
っ
て
往
生
の
要
と
は
な
さ
ず
、
念
仏
を
も
っ
て
要
と
な
す
こ
と
が
明
ら
か
に
知
ら
れ
る
と
述
べ
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、

（
『
昭
法
全
』
一
○
～
二
頁
）



④
念
仏
を
要
と
為
す
根
拠
を
詳
説
す
る
（
念
仏
証
拠
門
三
重
問
答
の
引
文
・
六
義
の
解
説
）

す
で
に
①
に
念
仏
を
要
と
為
す
こ
と
の
根
拠
を
列
挙
す
る
な
か
で
、
こ
の
三
重
の
問
答
の
文
と
六
義
の
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
④
で
は
実
際
の
文
を
引
い
て
、
そ
こ
か
ら
六
義
、
す
な
わ
ち
諸
行
と
念
仏
の
六
つ
の
相
対
（
難
行
易
行
・
少
分
多
分
・
因
明
直

弁
・
自
説
不
自
説
・
摂
取
不
摂
取
・
如
来
随
機
四
依
理
尽
）
を
述
べ
る
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。

ソ
ム
ル
ヤ
ノ

そ
し
て
②
か
ら
④
へ
の
展
開
も
明
瞭
で
あ
る
。
『
要
集
』
念
仏
証
拠
門
第
一
問
答
に
「
何
故
唯
勧
二
念
仏
一
門
一
」
と
あ
る
こ
と
に
っ

ノ
ク
ス
ノ
ノ
ノ

ノ
ヲ

い
て
、
④
で
は
「
唯
勧
語
正
指
二
上
観
察
門
中
行
住
坐
臥
等
文
一
也
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
点
に
注
意
し
た
い
。
観
察
門
の
行
住
座
臥
等

の
文
は
、
種
々
の
念
仏
を
明
か
し
た
上
で
総
括
的
に
、
常
に
心
念
を
相
続
せ
し
め
よ
と
教
諭
す
る
文
で
あ
る
が
、
法
然
は
念
仏
証
拠
門

の
「
唯
勧
」
の
語
は
こ
の
文
を
指
し
て
い
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
②
に
引
い
た
観
察
門
の
文
で
は
念
仏
が
説
か
れ
勧
め
ら
れ
て
い
た

が
、
で
は
な
ぜ
念
仏
の
み
を
勧
め
る
の
か
、
そ
の
根
拠
を
示
す
の
が
今
の
念
仏
証
拠
門
で
あ
る
と
い
う
展
開
で
あ
る
。

⑤
往
生
階
位
の
文
を
引
き
善
導
に
帰
す
べ
き
こ
と
を
勧
め
る

①
②
④
は
一
連
の
流
れ
で
あ
り
「
『
要
集
』
は
観
察
門
所
説
の
念
仏
を
も
っ
て
往
生
の
要
と
す
る
こ
と
を
本
意
と
し
て
い
る
」
と
い

う
一
つ
の
主
張
に
収
ま
る
の
に
対
し
、
⑤
は
ま
た
別
の
内
容
を
も
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
最
初
の
道
緯
『
安
楽
集
』
の
引
文
は
、
往
生
の
可
否
を
信
心
の
あ
り
さ
ま
（
不
深
、
不
一
、
不
相
続
）
か
ら
説
明
す
る

シ
テ
ル

も
の
で
、
念
仏
か
諸
行
か
と
い
う
行
体
の
問
題
は
表
に
出
て
こ
な
い
。
次
の
善
導
『
往
生
礼
讃
』
引
文
も
、
「
念
々
相
続
畢
命
為
し
期
」

と
い
う
信
心
三
心
）
や
修
相
（
四
修
）
を
教
え
る
文
で
あ
る
。
そ
し
て
法
然
の
言
葉
と
し
て
、

シ
テ
ヲ
ル
ニ
ハ
ノ
ヲ
テ

ノ

ノ
ヲ
下
フ

ニ
ク
ス
ノ
ノ
ヲ

私
云
。
恵
心
尽
し
理
定
二
往
生
得
否
《
以
二
善
導
和
尚
専
修
雑
行
文
一
為
二
指
南
一
也
。
又
処
々
多
引
二
用
於
彼
師
釈
《
可
レ
見
。
云
云
然

③
総
結
要
行
釈
（
『
料

後
で
改
め
て
考
察
す
る
。
（『料

法
然
『
往
生
要
集
』
釈
書
の
研
究

簡
』
Ｂ
釈
十
Ａ
釈
末
尾
／
『
略
料
簡
』
Ａ
釈
）

五



こ
の
よ
う
に
①
②
④
は
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
一
つ
の
塊
で
あ
る
の
に
対
し
、
⑤
は
二
段
目
の
ロ
ケ
ッ
ト
の
よ
う
に
新
た
な
内

容
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
①
②
④
か
ら
⑤
へ
の
展
開
は
、
文
脈
に
不
整
合
を
生
じ
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。

①
②
④
は
あ
く
ま
で
『
要
集
』
の
本
意
を
論
じ
る
こ
と
に
焦
点
を
当
て
て
『
要
集
』
の
本
意
は
念
仏
に
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
き
た
わ

け
で
あ
る
が
、
⑤
は
こ
れ
を
う
け
て
、
し
か
し
往
生
の
得
否
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
が
い
ま
だ
残
っ
て
い
る
か
ら
、
源
信
が
指
南
と
し

て
い
る
善
導
に
帰
す
べ
き
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
道
緯
・
善
導
の
引
文
か
ら
す
れ
ば
、
往
生
の
得
否
に
関
わ
る
問
題
と
は
、
具
体

的
に
は
念
仏
を
す
る
上
で
の
心
も
ち
や
修
し
ぶ
り
の
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
念
仏
と
い
う
『
要
集
』
の
本
意
は
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
そ
の
結
論
を
得
て
も
ま
だ
問
題
は
残
っ
て
い
る
か
ら
、
源
信

が
指
南
と
し
た
善
導
に
帰
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
り
、
論
理
は
展
開
し
て
い
る
が
そ
の
展
開
は
ス
ム
ー
ズ
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

⑤
を
含
め
た
①
②
④
⑤
は
当
初
か
ら
一
続
き
の
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
考
え
て
問
題
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
以
上
の
考
察
に
よ
り
確
認
さ
れ
る
こ
と
は
、
③
総
結
要
行
釈
を
除
い
た
『
料
簡
』
・
『
略
料
簡
』
は
単
な
る
随
文
解
釈
の
集
合

で
は
な
く
、
相
互
に
関
連
し
合
い
な
が
ら
『
要
集
』
の
本
意
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
そ
の
根
拠
は
何
か
、
そ
し
て
な
ぜ
『
要
集
』
か
ら

善
導
へ
帰
す
べ
き
な
の
か
と
い
う
一
貫
し
た
論
旨
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

次
に
③
総
結
要
行
釈
に
つ
い
て
、
ま
ず
『
料
簡
』
を
取
り
上
げ
よ
う
。
『
料
簡
』
の
総
結
要
行
釈
は
Ｂ
釈
十
Ａ
釈
末
尾
と
な
っ
て
い

る
。
Ｂ
釈
で
は
総
結
要
行
に
説
か
れ
る
「
助
念
門
意
」
の
念
仏
を
『
要
集
』
の
正
意
と
し
、
善
導
の
意
と
は
異
な
る
と
述
べ
る
の
に
対

と
述
べ
て
結
ば
れ
る
。

ン

ハ
ズ

則
用
二
恵
心
一
之
輩
、
必
可
し
帰
二
善
導
一
哉
。

法
然
『
往
生
要
集
』
釈
書
の
研
究

二
『
料
簡
』
の
総
結
要
行
釈
（
Ｂ
釈
十
Ａ
釈
末
尾
）

一
二
一
二
一
ハ

（
『
昭
法
全
』
一
四
頁
）



し
、
そ
の
直
後
の
Ａ
釈
末
尾
で
は
「
助
念
門
意
」
の
念
仏
を
『
要
集
』
の
正
意
に
あ
ら
ず
と
す
る
。

（
皿
）

こ
の
Ａ
釈
末
尾
に
つ
い
て
は
平
雅
行
氏
が
「
取
り
扱
い
に
注
意
を
要
す
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
林
田
康
順
氏
が
『
釈
』

の
上
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
ご
と
く
、
総
結
要
行
に
対
す
る
相
反
す
る
評
価
を
も
つ
Ａ
釈
と
Ｂ
釈
が
並
ん
で
い
る
の
は
い
か
に
も
矛
盾
し

て
お
り
、
こ
の
『
料
簡
』
Ａ
釈
末
尾
が
後
の
挿
入
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

よ
っ
て
こ
こ
で
の
『
料
簡
』
③
総
結
要
行
釈
の
検
討
は
、
Ａ
釈
末
尾
を
除
外
し
て
Ｂ
釈
の
み
を
取
り
上
げ
る
。

『
料
簡
』
総
結
要
行
Ｂ
釈
（
『
昭
法
全
』
一
○
頁
一
五
行
目
～
一
二
頁
二
行
目
）
は
、
ま
ず
『
要
集
』
総
結
要
行
の
全
文
を
引
き

ノ
ノ
ニ

ノ

ノ

（
「
問
。
上
諸
門
中
」
～
「
不
し
能
し
具
し
之
」
）
、
続
い
て
「
私
云
」
と
し
て
、
こ
の
総
結
要
行
を
も
っ
て
「
是
則
此
集
肝
心
、
決
定
往
生

ナ
リ

要
法
也
」
と
位
置
づ
け
る
。
そ
し
て
『
要
集
』
の
問
い
の
意
は
、
厭
離
機
土
門
以
下
の
五
門
（
上
の
諸
門
）
に
は
多
く
の
行
法
が
明

か
さ
れ
て
い
る
が
、
学
ぶ
者
は
そ
の
要
否
を
知
り
が
た
い
。
そ
れ
で
要
法
を
決
定
す
る
た
め
に
こ
の
総
結
要
行
が
置
か
れ
て
い
る
と
、

次
に
答
え
に
つ
い
て
も
、
答
え
の
意
図
を
粗
述
し
た
上
で
、
五
門
の
中
で
は
第
四
正
修
念
仏
門
、
第
五
助
念
方
法
門
の
二
門
が
「
往

ノ
ナ
リ

生
要
行
」
と
規
定
し
、
総
結
要
行
で
要
行
と
さ
れ
る
も
の
は
い
ず
れ
も
こ
の
二
門
に
属
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
第
四
、
第
五
の
二
門
の
中
で
要
否
を
論
じ
、
第
四
門
の
中
で
は
作
願
門
・
観
察
門
が
要
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
こ
の
中
、

ヲ
ト

ノ

作
願
門
所
説
の
菩
提
心
は
事
の
菩
提
心
が
要
で
あ
り
、
観
察
門
の
念
仏
は
観
想
と
称
名
の
う
ち
「
称
名
為
し
要
」
と
さ
れ
、
「
往
生
要
集

ロ
一
ア

ノ
卜

意
、
以
二
称
名
念
仏
一
為
二
往
生
至
要
こ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
第
五
門
の
中
で
は
、
第
二
修
行
相
貌
と
第
四
止
悪
修
善
が
往
生
の
要
で
あ
り
、
修
行
相
貌
の
四
修
の
中
で
は
無
間
修
が
要
、
三

心
に
つ
い
て
は
す
べ
て
要
、
止
悪
修
善
の
中
で
は
第
一
の
持
戒
不
犯
が
要
と
述
べ
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
総
結
要
行
所
明
の
行
法
が
、
上
の
五
門
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
た
後
、

問
い
の
意
図
が
述
べ
ら
れ
る
。

法
然
『
往
生
要
集
』
釈
害
の
研
究

三

七



『
料
簡
』
の
③
総
結
要
行
釈
（
Ｂ
釈
十
Ａ
釈
末
尾
）
の
う
ち
Ｂ
釈
は
以
上
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
そ
し
て
、
前
後
の
①
②
④
⑤
の

中
間
に
今
確
認
し
た
こ
の
③
（
Ｂ
釈
）
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
次
の
諸
点
の
よ
う
な
文
脈
上
の
不
整
合
が
生
じ
て
い
る
。

一
つ
に
は
、
『
要
集
』
の
肝
心
、
要
・
非
要
に
関
す
る
不
整
合
で
あ
る
。
③
（
Ｂ
釈
）
を
除
く
①
か
ら
④
ま
で
は
、
『
要
集
』
に
説
か

ノ
ノ

れ
る
行
法
の
う
ち
、
要
は
念
仏
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
は
具
体
的
に
は
②
に
引
く
観
察
門
の
文
に
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
文
が
「
此
集
肝

心
」
と
さ
れ
る
。
①
②
は
単
な
る
前
置
き
で
は
な
く
、
①
②
の
時
点
で
す
で
に
第
四
門
の
観
察
門
に
説
か
れ
る
以
外
の
行
法
は
す
べ
て

要
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
が
、
『
要
集
』
そ
れ
自
体
の
意
と
い
う
形
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ノ

し
か
し
、
③
（
Ｂ
釈
）
で
は
こ
う
し
た
論
述
を
無
視
す
る
か
の
よ
う
に
、
総
結
要
行
を
も
っ
て
「
此
集
肝
心
」
と
し
、
第
四
門
だ
け

一
ア

ハ

ノ
ノ

ハ

ノ
ノ
ナ
リ

ノ

ヲ
ス
ル
カ

又
於
二
念
仏
一
有
レ
ニ
。
一
但
念
仏
、
前
正
修
門
意
也
。
二
助
念
仏
、
今
助
念
門
意
也
。
此
要
集
意
、
以
二
助
念
仏
一
為
二
決
定
業
一

シ

ノ
ハ

歎
・
但
善
導
和
尚
意
不
レ
然
歎
。
云
云

（
『
昭
法
全
』
一
二
頁
）

と
、
念
仏
に
但
念
仏
と
助
念
仏
を
分
け
、
但
念
仏
は
先
の
正
修
念
仏
門
の
意
で
あ
り
、
助
念
仏
は
今
の
助
念
方
法
門
の
意
で
あ
る
と
し

（
巧
）

た
上
で
、
『
要
集
』
の
意
は
助
念
仏
に
あ
る
か
と
述
べ
、
し
か
し
善
導
の
意
は
し
か
ら
ざ
る
か
と
結
ば
れ
る
。

法
然
『
往
生
要
集
』
釈
書
の
研
究
三
三
八

ラ
ス
ル
ニ
ヲ
テ

ノ
ニ
ス
ル
ン
ト

ノ
ハ
ヅ
シ

ヲ
ニ
シ

ヲ
テ

ヲ
ニ
ス
レ
パ

債
案
二
此
問
答
《
依
二
此
要
集
意
一
欲
し
遂
二
往
生
一
者
、
先
発
二
縁
事
大
菩
提
、
聖
次
持
二
十
重
木
又
以
二
深
信
、
至
誠
一
常
称
二
弥

ヲ
テ
ニ
シ
テ

ヲ

ノ

陀
名
号
《
随
し
願
決
定
得
二
往
生
幻
是
則
此
集
正
意
也
。
（
『
昭
法
全
』
一
二
頁
）

と
、
法
然
自
身
の
言
葉
で
総
結
要
行
の
意
を
述
べ
、
こ
れ
を
も
っ
て
『
要
集
』
の
正
意
と
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
第
二
問
答
に
つ
い
て
は
繁
き
を
恐
れ
て
記
さ
ず
と
し
、
続
け
て
厭
離
稔
士
門
以
下
の
三
門
が
非
要
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
下

の
別
時
念
仏
門
以
下
の
五
門
に
つ
い
て
も
至
要
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
述
べ
る
。

最
後
に
、



二
つ
に
は
、
一
つ
目
と
も
重
な
る
が
、
助
念
仏
に
関
す
る
不
整
合
で
あ
る
。
①
②
は
諸
行
と
念
仏
の
い
ず
れ
が
要
で
あ
る
か
と
い
う
、

二
項
対
立
的
な
行
の
相
対
の
立
場
で
説
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
③
（
Ｂ
釈
）
の
み
が
、
、
他
の
六
法
と
念
仏
を
能
助
・
所
助
の
関

係
で
論
じ
、
助
念
仏
を
も
っ
て
『
要
集
』
の
本
意
と
す
る
。
そ
れ
が
④
に
な
る
と
、
助
念
仏
の
話
は
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
、
再
び
ニ

ナ
リ

項
対
立
的
な
諸
行
と
念
仏
の
相
対
に
戻
り
、
六
義
を
も
っ
て
「
此
集
本
意
」
と
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
助
念
仏
を
『
要
集
』
の
意
と
す
る
③
（
Ｂ
釈
）
の
見
解
は
特
異
で
あ
り
、
さ
ら
に
言
え
ば
そ
も
そ
も
①
②
④
で
は
助

念
仏
と
い
う
あ
り
方
そ
の
も
の
が
想
定
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
助
念
仏
の
対
語
で
あ
る
但
念
仏
の
語
も
③
（
Ｂ
釈
）
以
外

（
肥
）

四
つ
に
は
、
往
生
の
要
行
に
関
す
る
絞
り
込
み
の
不
整
合
で
あ
る
。
①
②
④
⑤
は
、
『
要
集
』
が
要
と
す
る
行
業
は
念
仏
で
あ
る
と

の
主
張
で
一
貫
し
て
お
り
、
そ
の
念
仏
に
つ
い
て
と
く
に
観
念
を
廃
す
る
よ
う
な
言
及
は
な
い
。
例
え
ば
②
の
観
察
門
引
文
で
は
、
別

相
観
。
総
相
観
・
雑
略
観
の
色
相
観
か
ら
引
文
さ
れ
る
形
で
あ
り
、
そ
れ
に
続
い
て
三
想
一
心
の
称
念
の
文
と
な
る
。
省
略
の
具
合
か

ら
観
念
よ
り
も
称
名
へ
の
関
心
が
推
察
さ
れ
る
も
の
の
、
直
接
の
言
及
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
中
間
の
総
結
要
行
釈
の
み
が
念
仏
に
観

一
ア

ノ
ト

念
と
称
名
が
あ
る
と
し
、
『
要
集
』
の
意
は
「
以
二
称
名
念
仏
一
為
二
往
生
至
要
一
」
と
明
言
さ
れ
て
い
る
。

三
つ
に
は
、
三
心
・
四
修
の
位
置
づ
け
の
不
整
合
で
あ
る
。
③
（
Ｂ
釈
）
で
は
、
三
心
・
四
修
は
念
仏
を
助
け
る
諸
行
法
の
一
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
⑤
で
の
位
置
づ
け
は
異
な
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
法
然
の
直
接
の
言
及
は
な
い
が
、
⑤
の
文
脈

か
ら
窺
え
ば
三
心
・
四
修
は
往
生
の
得
否
を
決
す
る
重
要
な
も
の
と
し
て
『
要
集
』
か
ら
進
ん
で
善
導
に
帰
す
べ
き
理
由
と
も
な
っ
て

で
な
く
第
五
門
も
含
め
た
二
門
を
往
生
の
要
行
と
規
定
す
る
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
論
の
展
開
は
、
明
ら
か
に
①
②
か
ら

の
流
れ
と
矛
盾
す
る
。

二
つ
に
は
、
一
つ
［

に
は
一
切
見
ら
れ
な
い
。

い
↓
今
。

法
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『
略
料
簡
』
の
Ａ
釈
（
『
昭
法
全
』
一
五
頁
一
行
目
～
一
四
行
目
）
は
、
ま
ず
『
要
集
』
総
結
要
行
の
中
か
ら
第
一
問
答
の
み
が
引

ノ
ノ
ニ

ン
ヲ
ヤ
ノ
ノ
ヲ

二
ク

か
れ
（
「
問
。
上
諸
門
中
」
～
「
具
二
余
諸
妙
行
一
」
）
、
続
い
て
「
私
云
」
と
し
て
ま
ず
問
い
の
意
が
釈
さ
れ
る
。
上
の
諸
門
と
は
厭
離

等
の
五
門
で
あ
る
が
、
厭
離
に
は
七
あ
り
欣
求
に
は
十
あ
り
…
と
、
諸
門
に
述
べ
る
と
こ
ろ
は
多
く
、
い
ず
れ
が
往
生
の
要
た
る
か
知

ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
問
い
の
意
で
あ
る
と
い
う
。

ク
シ
テ
二
一
ア
ヲ
テ
ス
ル
ノ
ト

次
に
答
え
の
意
を
釈
し
て
「
且
准
レ
問
選
二
七
法
一
以
為
二
往
生
要
一
也
」
と
述
べ
、
順
次
、
七
法
の
『
要
集
』
中
の
所
在
を
明
か
し
て

い
く
。
ま
ず
厭
離
等
の
上
三
門
は
非
要
で
あ
る
こ
と
、
な
ら
び
に
七
法
の
う
ち
大
菩
提
心
と
護
三
業
の
所
在
を
述
べ
、
護
三
業
は
止
悪

ク
シ
テ
ニ
デ
ヲ

修
善
の
う
ち
止
悪
の
辺
を
と
る
と
す
る
。
ち
な
み
に
こ
の
「
且
准
レ
問
選
二
七
法
一
：
．
」
は
、
こ
の
後
に
あ
る
『
要
集
』
の
正
意
が
総
結

ノ
シ
テ
ニ
ト
ヲ
ク
ノ

要
行
に
な
い
こ
と
を
述
べ
る
一
文
（
「
此
中
准
レ
問
錐
レ
簡
二
要
不
只
是
且
助
念
門
意
也
」
）
に
繋
が
っ
て
お
り
、
Ｂ
釈
に
は
こ
う
し
た
表

現
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
「
七
法
」
の
語
も
Ａ
釈
の
み
に
あ
り
Ｂ
釈
に
は
な
い
。

続
い
て
問
答
を
設
け
、
止
悪
の
中
に
は
十
重
禁
戒
と
四
十
八
軽
戒
が
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
十
重
禁
戒
を
取
る
こ
と
を
述
べ
、
さ
ら
に

深
信
・
至
誠
は
修
行
相
貌
中
の
三
心
に
あ
り
、
常
と
は
四
修
の
う
ち
の
無
間
修
、
念
仏
と
は
第
四
門
の
観
察
門
を
取
る
と
示
す
。
そ
し

次
に
『
略
料
垂

と
簡
略
で
あ
る
。

『
略
料
簡

以
上
の
諸
点
か
ら
す
る
に
、
『
料
簡
』
の
総
結
要
行
釈
（
Ｂ
釈
十
Ａ
釈
末
尾
）
は
Ａ
釈
末
尾
だ
け
で
な
く
Ｂ
釈
に
つ
い
て
も
後
に
挿

入
さ
れ
た
も
の
で
、
す
な
わ
ち
『
料
簡
』
の
総
結
要
行
釈
は
す
べ
て
そ
の
原
初
形
態
に
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
推
定
す
る
の

で
あ
る
。

』
の
③
総
結
要
行
釈
（
Ａ
釈
）
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
こ
の
『
略
料
簡
』
の
Ａ
釈
は
『
料
簡
』
の
Ｂ
釈
に
比
べ
る

法
然
『
往
生
要
集
』
釈
書
の
研
究
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Ａ
釈
）
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さ
て
、
こ
の
『
略
料
簡
』
の
③
総
結
要
行
釈
（
Ａ
釈
）
に
つ
い
て
は
、
も
と
も
と
あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
後
の

挿
入
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

さ
き
ほ
ど
の
『
料
簡
』
の
③
（
Ｂ
釈
）
と
の
最
大
の
相
違
は
、
総
結
要
行
を
も
っ
て
『
要
集
』
の
正
意
と
は
見
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。

つ
ま
り
、
①
②
④
で
主
張
さ
れ
て
い
る
「
観
察
門
が
『
要
集
』
の
正
意
で
あ
る
」
と
の
立
場
と
こ
の
『
略
料
簡
』
の
③
（
Ａ
釈
）
は
、

見
解
と
し
て
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
く
『
料
簡
』
の
③
（
Ｂ
釈
）
に
比
べ
れ
ば
違
和
感
が
な
い
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
不
整
合
は
こ

の
『
略
料
簡
』
の
③
（
Ａ
釈
）
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
る
。

一
点
目
は
、
そ
れ
で
も
感
じ
ら
れ
る
観
察
門
中
心
の
立
場
の
中
で
の
違
和
感
で
あ
る
。
す
で
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
①
②
④
で
は

『
要
集
』
の
肝
心
は
観
察
門
に
あ
る
と
の
立
場
で
一
貫
し
て
お
り
、
そ
の
立
場
は
③
（
Ａ
釈
）
に
先
行
す
る
①
②
の
段
階
で
も
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
流
れ
を
考
え
る
と
、
た
と
え
『
要
集
』
の
正
意
で
は
な
い
と
結
ば
れ
る
に
せ
よ
、
観
察
門
（
念
仏
）
以
外

の
諸
法
を
も
要
と
す
る
総
結
要
行
の
文
を
取
り
上
げ
る
こ
と
自
体
が
本
書
の
文
脈
に
は
不
要
な
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

二
点
目
は
、
④
の
文
は
①
②
と
文
脈
的
に
密
接
に
交
渉
し
て
い
る
の
に
対
し
、
直
前
の
③
（
Ａ
釈
）
と
は
ま
っ
た
く
没
交
渉
的
な
点

て
、
こ
の
念
仏
に
つ
い
て
称
念
・
観
念
が
あ
る
が
称
念
を
取
る
と
絞
り
、
臆
願
と
は
回
向
発
願
心
で
あ
る
と
述
べ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
七
法
が
『
要
集
』
の
中
の
い
ず
れ
に
あ
た
る
か
を
明
ら
か
に
し
た
後
、

ノ
シ
テ
ニ
ト
ヲ
ク
ノ

ノ
ノ
ー

此
中
准
レ
問
錐
レ
簡
二
要
不
只
是
且
助
念
門
意
也
。
非
二
此
集
正
意
一
也
。
（
『
昭
法
全
』
一
五
頁
）

と
、
総
結
要
行
は
助
念
門
の
意
で
あ
り
、
『
要
集
』
の
正
意
で
は
な
い
と
の
見
方
が
示
さ
れ
る
。
さ
ら
に
そ
の
理
由
に
つ
い
て
問
答
を

設
け
、
第
五
門
の
止
悪
修
善
の
中
に
、
念
仏
す
れ
ば
自
ら
罪
が
滅
せ
ら
れ
る
の
に
な
ぜ
持
戒
の
必
要
が
あ
る
の
か
と
い
う
『
要
集
』
の

二
セ
パ
シ
モ
ヲ

問
答
を
引
い
て
、
こ
れ
を
逆
手
に
と
っ
て
「
如
説
念
仏
必
不
し
可
レ
具
二
持
戒
等
｝
実
」
と
述
べ
て
総
結
要
行
の
釈
が
結
ば
れ
て
い
る
。

法
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往
生
要
集
』
釈
書
の
研
究

四



以
上
の
諸
点
は
、
明
ら
か
な
内
容
上
の
矛
盾
と
ま
で
は
言
え
な
い
も
の
の
、
当
初
か
ら
一
連
の
文
で
あ
っ
た
と
考
え
る
に
は
か
な
り

不
自
然
な
も
の
が
あ
り
、
『
料
簡
』
の
総
結
要
行
釈
（
Ｂ
釈
十
Ａ
釈
末
尾
）
が
後
に
挿
入
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
の
と
同
様
、
『
略
料

簡
』
の
総
結
要
行
釈
（
Ａ
釈
）
も
ま
た
後
の
挿
入
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
『
料
簡
』
・
『
略
料
簡
』
そ
れ
ぞ
れ
の
原
初
形
態
が
い
ず
れ
も
総
結
要
行
釈
を
抜
い
た
①
②
④
⑤
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
両
害
の

原
初
形
態
の
内
容
に
は
ほ
と
ん
ど
差
異
が
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
冒
頭
に
も
述
べ
た
ご
と
く
、
『
料
簡
』
・
『
略
料
簡
』
は
も
と
も

と
同
一
著
作
の
異
本
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
の
で
あ
る
。

を
要
と
す
る
立
場
で
あ
る
。

四
点
目
は
『
料
簡
』
の
③
（
Ｂ
釈
）
の
上
で
述
べ
た
の
に
同
じ
く
、
往
生
の
要
行
に
関
す
る
絞
り
込
み
の
不
整
合
で
あ
る
。
念
仏
を

観
念
と
称
念
に
分
け
て
要
否
を
論
ず
る
こ
と
は
『
略
料
簡
』
の
中
で
総
結
要
行
釈
に
し
か
見
ら
れ
ず
、
そ
の
他
の
箇
所
は
す
べ
て
念
仏

い
る
。
そ
し
一

見
出
せ
な
い
。

で
あ
る
。
こ
れ
も
す
で
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
④
は
①
で
の
念
仏
証
拠
の
文
や
六
義
に
関
す
る
頭
出
し
の
言
及
を
承
け
て
置
か
れ
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
④
所
引
の
念
仏
証
拠
門
の
第
一
問
答
は
、
観
察
門
の
行
住
座
臥
等
の
文
（
②
所
引
）
を
う
け
て
の
設
問
で
あ
る

と
法
然
は
私
釈
で
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
④
は
先
行
す
る
①
②
を
承
け
た
内
容
で
あ
る
の
に
対
し
、
直
前
の
③
（
Ａ
釈
）
を
承
け

て
い
る
と
見
ら
れ
る
内
容
は
④
に
ま
っ
た
く
確
認
さ
れ
な
い
。

三
点
目
は
、
上
記
の
二
点
と
重
な
る
部
分
が
あ
る
が
、
念
仏
と
諸
行
の
扱
い
に
関
す
る
不
整
合
で
あ
る
。
①
②
④
で
は
念
仏
と
諸
行

は
二
項
対
立
的
な
立
場
で
説
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
③
（
Ａ
釈
）
の
み
が
、
他
の
六
法
と
念
仏
を
能
助
・
所
助
の
関
係
で
論
じ
て

い
る
。
そ
し
て
③
（
Ａ
釈
）
以
外
に
は
能
所
・
所
助
と
い
う
諸
行
と
念
仏
の
関
係
が
あ
り
得
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
文
さ
え
、
ど
こ
に
も

法
然
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往
生
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集
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最
後
に
論
じ
残
し
た
問
題
に
つ
い
て
、
若
干
の
私
見
を
述
べ
て
結
び
と
し
た
い
。

一
つ
は
、
『
料
簡
』
・
『
略
料
簡
』
の
書
名
に
関
し
て
で
あ
る
。
本
稿
の
考
察
の
ご
と
く
こ
れ
ら
両
書
が
も
と
も
と
同
一
著
作
の
異
本

で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
書
名
が
異
な
る
こ
と
は
ど
う
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

現
行
の
『
料
簡
』
・
『
略
料
簡
』
（
『
古
本
漢
語
灯
録
』
所
収
）
を
別
著
作
た
ら
し
め
て
い
る
総
結
要
行
釈
に
つ
い
て
比
べ
る
と
、
『
料

簡
』
の
釈
（
Ｂ
釈
十
Ａ
釈
末
尾
）
の
ほ
う
が
明
ら
か
に
『
略
料
簡
』
の
釈
（
Ａ
釈
の
み
）
よ
り
も
分
量
が
多
い
。
す
な
わ
ち
、
総
結
要

行
釈
の
分
量
の
相
違
が
そ
の
ま
ま
『
料
簡
』
・
『
略
料
簡
』
と
い
う
書
名
の
相
違
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
は
か
な
り
高
い
と
言
わ
ね
ば
な

つ
ま
り
も
し
こ
れ
ら
二
つ
の
書
名
が
成
立
当
初
か
ら
こ
の
形
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
『
料
簡
』
・
『
略
料
簡
』
の
総
結
要
行
釈
も
当
初

か
ら
存
在
し
て
い
た
と
見
る
べ
き
根
拠
の
一
つ
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
書
と
も
同
一
書
名
（
往
生
要
集
料
簡
）
で
あ
っ
た

も
の
が
、
総
結
要
行
釈
の
追
加
に
よ
り
両
害
を
区
別
す
る
必
要
が
生
じ
た
段
階
で
、
一
方
に
「
略
」
の
字
が
追
加
さ
れ
た
可
能
性
は
十

分
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
い
は
原
題
の
な
か
っ
た
も
の
に
、
後
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
書
名
が
付
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
し
て
難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
『
料
簡
』
・
『
略
料
簡
』
の
成
立
の
時
期
や
経
緯
に
つ
い
て
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
本
稿
で
推
定

し
た
『
料
簡
』
・
『
略
料
簡
』
の
原
初
形
態
（
①
②
④
⑤
）
と
後
の
挿
入
部
分
（
③
総
結
要
行
釈
）
は
、
そ
の
内
容
の
相
違
か
ら
成
立
の

時
期
や
経
緯
に
も
別
の
事
情
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

両
者
の
内
容
を
比
べ
れ
ば
、
本
稿
で
推
定
し
た
『
料
簡
』
・
『
略
料
簡
』
の
原
初
形
態
で
は
、
但
念
仏
・
助
念
仏
と
い
う
分
類
は
見
ら

れ
ず
、
念
仏
を
称
名
へ
絞
り
込
む
こ
と
も
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
総
結
要
行
釈
の
み
に
見
え
る
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、

ら
な
い
。

法
然
『
往
生
要
集
』
釈
書
の
研
究

小
結

四



『
要
集
』
と
善
導
と
の
異
同
を
論
じ
る
こ
と
も
総
結
要
行
釈
の
み
に
見
え
る
こ
と
で
、
原
初
形
態
で
は
た
だ
『
要
集
』
か
ら
善
導
へ
の

帰
依
を
勧
め
る
こ
と
を
も
っ
て
結
語
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
内
容
の
相
違
か
ら
は
、
本
稿
で
推
定
し
た
『
料
簡
』
・
『
略
料
簡
』
の
原
初
形
態
の
ほ
う
が
、
総
結
要
行
釈
よ
り
も
始
原
的

な
法
然
の
『
要
集
』
観
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
推
察
さ
れ
る
。
な
お
こ
の
あ
た
り
の
詳
細
な
検
討
は
他
日
を
期
し
た
い
。

註（
１
）
義
山
校
訂
の
『
新
本
漢
語
灯
録
』
巻
六
（
『
浄
土
宗
全
書
』
九
所
収
）
に
は
、
『
往
生
要
集
大
綱
』
・
『
往
生
要
集
略
料
簡
』
・
『
往
生
要
集

詮
要
』
の
三
書
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
『
大
綱
』
・
『
略
料
簡
』
は
『
古
本
漢
語
灯
録
』
の
『
釈
』
の
前
部
と
後
部
を
開
い
た
も

の
と
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
古
本
漢
語
灯
録
』
の
『
料
簡
』
・
『
略
料
簡
』
に
当
た
る
も
の
は
『
新
本
漢
語
灯
録
』
に
は
存

（
４
）
石
井
教
道
「
序
」
（
『
昭
法
全
』
「
序
」
、
一
九
五
五
年
、
五
～
六
頁
）
。
ま
た
同
「
元
祖
教
学
の
思
想
史
的
研
究
ｌ
特
に
念
仏
思
想
と
門

下
の
動
向
に
つ
い
て
ｌ
」
（
『
浄
土
学
』
二
五
、
一
九
五
七
年
）
で
は
こ
の
第
一
期
を
「
万
行
随
一
念
仏
期
（
恵
心
時
代
）
」
と
呼
ば
れ

「
補
助
を
得
て
目
的
を
達
し
得
る
と
い
う
相
対
価
値
の
念
仏
」
が
修
さ
れ
た
時
代
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
「
要
集
の
四
種
の
末
疏
が
全
て

第
一
期
に
著
述
さ
れ
た
と
い
ふ
の
で
は
な
く
、
後
期
か
ら
逆
観
し
て
批
判
的
に
述
べ
ら
れ
た
点
も
あ
る
や
う
に
思
は
れ
る
」
（
『
昭
法
全
』

「
序
」
六
頁
）
と
言
わ
れ
て
い
る
点
は
注
意
さ
れ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
部
分
か
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

（
５
）
福
原
隆
善
「
法
然
の
『
往
生
要
集
』
疏
釈
害
に
つ
い
て
」
（
『
仏
教
論
叢
』
二
三
、
一
九
七
九
年
）
。
福
原
氏
は
成
立
の
下
限
に
関
し
て

『
要
集
』
釈
書
の
助
念
仏
と
い
う
あ
り
方
（
独
立
価
値
を
も
っ
た
念
仏
で
な
い
）
、
六
番
相
対
か
ら
『
無
量
寿
経
釈
』
等
の
五
番
相
対
へ

（
２
）
『
釈
』
に
つ
い
て
は
、
金
沢
文
庫
所
蔵
の
良
聖
手
沢
加
点
本
、
同
所
蔵
の
承
久
二
（
一
二
二
○
）
年
写
本
（
外
題
「
往
生
要
集
紗
」
）
が

現
存
し
、
石
井
教
道
編
『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
（
以
下
『
昭
法
全
』
）
の
底
本
・
対
校
本
と
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
服
部
正
穏
「
法
然
の
『
往
生
要
集
』
末
疏
成
立
年
時
に
つ
い
て
」
（
『
戸
松
教
授
古
稀
記
念
浄
土
教
論
集
』
一
九
八
七
年
）
、
南
宏
信

「
法
然
『
往
生
要
集
』
註
釈
書
の
六
義
に
つ
い
て
」
（
『
仏
教
大
学
大
学
院
紀
要
』
三
四
、
二
○
○
六
年
）
に
は
諸
氏
の
見
解
が
整
理
さ
れ

在
し
な
い
。

て
お
り
参
照
さ
れ
た
い
。
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の
展
開
、
ま
た
善
導
と
の
親
密
さ
（
『
要
集
』
釈
害
は
源
信
か
ら
善
導
へ
、
三
部
経
講
説
は
正
依
善
導
傍
依
諸
師
、
『
選
択
集
』
は
偏
依
善

導
一
師
）
な
ど
を
論
拠
に
挙
げ
て
三
部
経
講
説
（
五
十
八
歳
）
以
後
の
成
立
と
は
考
え
が
た
い
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
同
「
六
相
対
と
五

番
相
対
」
（
『
丸
山
博
正
教
授
古
稀
記
念
論
集
浄
土
教
の
思
想
と
歴
史
』
二
○
○
五
年
、
山
喜
房
仏
書
林
）
も
参
照
。

（
６
）
赤
松
俊
秀
『
続
鎌
倉
仏
教
の
研
究
』
（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
六
六
年
、
二
一
九
頁
）
で
は
六
十
六
歳
の
『
選
択
集
』
以
後
、
石
田
充
之

『
選
択
集
研
究
序
説
』
百
華
苑
、
一
九
七
六
年
、
四
五
頁
）
で
は
「
か
な
り
後
の
時
期
に
配
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
よ
う
に
も
考
え
ら
れ

る
」
と
さ
れ
る
。
ま
た
坪
井
俊
映
「
法
然
の
往
生
要
集
に
関
す
る
四
釈
害
の
考
察
ｌ
一
向
専
修
批
判
の
弁
明
害
と
し
て
ｌ
」
（
『
仏
教
大
学

人
文
学
論
集
』
二
、
一
九
七
七
年
）
で
は
諸
種
の
観
点
よ
り
早
期
述
作
説
へ
の
疑
義
を
呈
し
て
「
南
都
北
嶺
の
念
仏
批
判
の
鉾
を
さ
け
、

併
せ
て
批
判
の
弁
述
害
と
し
て
述
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
弓
三
部
経
講
説
』
（
五
十
八
才
）
以
後
の
述
作
と
考
え

る
」
と
論
じ
ら
れ
、
同
『
法
然
浄
土
教
の
研
究
ｌ
伝
統
と
自
証
ｌ
』
（
隆
文
館
、
一
九
八
二
年
、
二
○
五
頁
）
で
も
同
じ
立
場
か
ら
「
大

体
、
法
然
六
十
歳
頃
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

（
７
）
坪
井
俊
映
「
法
然
の
往
生
要
集
に
関
す
る
四
釈
書
の
考
察
」
（
註
六
掲
載
）
な
ど
。

（
８
）
服
部
正
穏
「
法
然
の
『
往
生
要
集
』
末
疏
成
立
年
時
に
つ
い
て
」
（
註
三
前
掲
）
、
末
木
文
美
士
「
初
期
源
空
の
文
献
と
思
想
」
（
『
南
都

仏
教
』
三
七
、
一
九
七
六
年
）
。
な
お
両
氏
が
最
後
に
位
置
づ
け
る
『
釈
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
服
部
氏
は
四
十
三
歳
前
後
か
ら

一
応
五
十
九
歳
（
建
久
二
年
）
ま
で
と
さ
れ
つ
つ
下
限
に
つ
い
て
は
そ
れ
以
降
の
可
能
性
も
留
保
さ
れ
て
い
る
。
末
木
文
美
士
氏
は
五
十

八
歳
（
建
久
元
年
）
の
東
大
寺
講
説
の
頃
と
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）
林
田
康
順
「
法
然
上
人
『
往
生
要
集
』
四
釈
書
の
研
究
ｌ
助
念
方
法
門
、
総
結
要
行
釈
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
（
『
法
然
上
人
研
究
』
五
、
一

九
九
六
年
）
、
同
「
法
然
上
人
『
往
生
要
集
詮
要
』
の
研
究
ｌ
特
に
往
生
階
位
釈
に
つ
い
て
ｌ
」
（
『
仏
教
論
叢
』
四
○
、
一
九
九
六
年
）

で
は
服
部
・
末
木
説
を
批
判
し
て
、
『
料
簡
』
↓
『
略
料
簡
』
↓
『
釈
』
↓
『
詮
要
』
と
い
う
次
第
を
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
蛆
）
林
田
康
順
「
法
然
上
人
『
往
生
要
集
』
四
釈
害
の
研
究
」
（
註
九
掲
載
）
。
ま
た
、
同
「
法
然
上
人
『
往
生
要
集
』
四
釈
書
の
研
究
」

（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
四
四
の
一
、
一
九
九
五
年
）
。
な
お
林
田
氏
の
論
考
以
前
に
も
後
の
編
集
の
可
能
性
自
体
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

坪
井
俊
映
「
法
然
の
往
生
要
集
に
関
す
る
四
釈
書
の
考
察
」
（
註
五
掲
載
）
に
は
「
現
行
の
『
要
集
釈
』
は
別
行
し
て
い
た
も
の
が
、
後

に
な
っ
て
合
綴
さ
れ
た
と
考
え
る
方
が
よ
り
妥
当
と
思
わ
れ
る
」
と
言
わ
れ
て
お
り
、
『
詮
要
』
末
尾
の
総
結
要
行
釈
に
つ
い
て
も
後
の

付
加
の
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
雅
行
『
日
本
中
世
の
社
会
と
仏
教
』
（
塙
書
房
、
一
九
九
二
年
）
の
末
註
に
は
「
詳
述

す
る
余
裕
は
な
い
が
、
『
往
生
要
集
釈
』
は
『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
本
二
一
頁
二
行
目
か
ら
二
四
頁
三
行
目
ま
で
は
、
後
世
の
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（
Ｍ
）
註
七
に
記
載
の
と
お
り
。

一
ア

ハ

（
唖
な
お
こ
の
総
結
要
行
Ｂ
釈
末
尾
の
文
（
「
又
於
二
念
仏
一
」
～
「
意
不
レ
然
歎
。
云
云
」
）
は
検
討
を
要
す
べ
き
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
『
料

簡
』
・
『
略
料
簡
』
の
原
初
形
態
の
検
証
と
い
う
本
稿
の
本
筋
か
ら
は
外
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
こ
こ
に
不
審
に
思
わ
れ
る
点
を
述
べ
れ

ば
、
ま
ず
「
前
の
正
修
門
の
意
」
と
は
何
を
指
す
の
か
不
明
で
あ
る
。
同
じ
Ｂ
釈
の
中
に
あ
る
正
修
念
仏
門
へ
の
言
及
を
指
す
と
す
る
と
、

但
念
仏
を
承
け
る
文
と
し
て
相
応
し
く
な
い
。
し
か
し
こ
の
Ｂ
釈
以
前
（
①
②
）
に
は
該
当
す
る
よ
う
な
文
は
な
い
か
ら
、
宙
に
浮
い
た

言
葉
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
考
え
る
な
ら
ば
、
Ｂ
釈
を
後
の
挿
入
と
考
え
る
べ
き
理
由
の
一
つ
に
こ
の
箇
所
も
数
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
が
、

話
は
も
っ
と
複
雑
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
そ
も
そ
も
こ
の
Ｂ
釈
末
尾
の
文
は
当
初
か
ら
Ｂ
釈
の
一
部
で
あ
っ
た
の
か
も
疑

問
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
考
え
る
理
由
は
、
一
つ
に
『
要
集
』
の
意
を
助
念
仏
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
「
歎
」
と
い
う
疑
問
の
助
詞
で
終
わ

ノ

っ
て
い
る
点
が
あ
る
。
す
で
に
「
是
則
此
集
正
意
也
」
と
す
ぐ
前
の
と
こ
ろ
で
断
定
し
た
は
ず
で
あ
る
の
に
、
最
後
に
同
趣
旨
に
当
た
る

加
筆
増
補
部
分
で
あ
る
。
ま
た
『
往
生
要
集
料
簡
』
も
、
『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
本
一
二
頁
二
行
目
の
「
又
云
」
以
下
の
取
り

扱
い
に
注
意
を
要
す
る
」
（
二
○
八
頁
）
と
の
指
摘
が
あ
る
。

（
Ⅱ
）
『
釈
』
の
上
で
言
え
ば
総
結
要
行
Ａ
釈
が
『
昭
法
全
』
二
○
頁
一
三
行
目
～
二
一
頁
一
○
行
目
、
総
結
要
行
Ｂ
釈
が
『
昭
法
全
』
一
二

頁
二
行
目
～
二
四
頁
三
行
目
に
あ
た
る
。
な
お
坪
井
俊
映
『
法
然
浄
土
教
の
研
究
』
（
註
六
掲
載
）
で
は
前
者
を
「
広
釈
」
、
後
者
を

「
略
釈
」
と
呼
ん
で
区
別
さ
れ
て
い
る
（
同
、
一
八
八
頁
）
。

（
、
）
南
宏
信
「
『
往
生
要
集
釈
』
の
構
成
に
つ
い
て
」
（
『
仏
教
大
学
大
学
院
紀
要
』
三
五
、
二
○
○
七
年
）
。
南
氏
は
『
要
集
』
四
釈
書
の
な

か
主
に
『
釈
』
の
検
討
か
ら
こ
う
し
た
見
解
を
導
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
良
忠
『
往
生
要
集
紗
』
の
上
か
ら
『
古
本
漢
語
灯
録
』
以
外
の

系
統
に
属
す
る
法
然
の
『
要
集
』
釈
書
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
、
複
数
断
簡
が
ま
と
め
ら
れ
て
『
釈
』
が
成
立
し
た
こ
と
の
裏
付

け
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
関
連
す
る
同
氏
の
論
考
に
「
法
然
『
往
生
要
集
』
註
釈
害
の
六
義
に
つ
い
て
」
（
註
三
掲
載
）
、
「
法
然

に
お
け
る
『
往
生
要
集
』
の
受
容
に
つ
い
て
」
（
『
仏
教
論
叢
』
五
二
、
二
○
○
八
年
）
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
論
考
の
後
に
「
法
然
浄
土
教

に
お
け
る
『
往
生
要
集
』
理
解
の
展
開
ｌ
法
然
・
弁
長
・
良
忠
の
相
承
に
お
い
て
ｌ
」
（
二
○
一
○
年
度
学
位
請
求
論
文
［
課
程
博
士
］
）

を
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
仏
教
大
学
図
書
館
に
て
閲
覧
の
機
会
を
得
て
多
く
の
知
見
を
得
た
。

（
蝿
）
こ
の
点
に
つ
い
て
醍
醐
本
『
法
然
上
人
伝
記
』
に
あ
る
『
要
集
』
に
関
す
る
解
説
で
は
「
行
体
」
「
非
二
行
体
一
」
（
『
昭
法
全
』
四
三
六

～
四
三
七
頁
、
井
川
定
慶
編
『
法
然
上
人
伝
全
集
』
七
七
三
～
七
七
四
頁
）
と
い
う
言
い
方
が
さ
れ
て
お
り
、
位
置
づ
け
の
規
定
が
よ
り

～
四
三
七
頁
、

明
瞭
で
あ
る
。

法
然
『
往
生
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害
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研
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こ
と
を
再
説
す
る
の
に
、
こ
こ
で
は
な
ぜ
か
疑
問
形
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
に
は
「
又
」
と
い
う
冒
頭
の
接
続
詞
の
存
在
が
あ

る
。
文
脈
が
こ
こ
で
一
旦
途
切
れ
る
た
め
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
じ
っ
は
こ
の
Ｂ
釈
末
尾
の
文
に
続
く
Ａ
釈
末
尾
の
文
も

「
又
云
」
で
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
「
又
云
」
の
語
は
『
略
料
簡
』
の
Ａ
釈
に
は
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
（
『
釈
』
も
同
様
）
、
お

そ
ら
く
Ａ
釈
末
尾
の
こ
の
部
分
だ
け
を
Ａ
釈
か
ら
借
用
し
て
『
料
簡
』
に
挿
入
す
る
際
に
編
集
者
の
手
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
た
語
と
見
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
れ
ら
『
料
簡
』
の
Ｂ
釈
末
尾
の
文
と
Ａ
釈
末
尾
の
文
は
、
『
要
集
』
の
正
意
と
助
念
仏
と
の
関
係
を
論
じ
る

と
い
う
内
容
の
面
に
も
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
Ｂ
釈
末
尾
の
文
は
、
そ
の
前
の
部
分
と
の
関
係
（
断
定
形
と
疑
問
形
）
と

後
の
Ａ
釈
末
尾
の
文
と
の
関
係
（
冒
頭
の
接
続
詞
や
内
容
に
関
す
る
共
通
性
）
か
ら
考
え
る
に
、
も
と
も
と
Ｂ
釈
と
は
別
個
の
総
結
要
行

に
関
す
る
釈
文
の
一
部
で
あ
り
、
Ａ
釈
末
尾
の
文
と
同
じ
意
図
の
も
と
二
つ
並
べ
て
こ
こ
に
置
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。

（
船
）
南
宏
信
「
『
往
生
要
集
釈
』
の
構
成
に
つ
い
て
」
（
註
九
掲
載
）
で
は
『
釈
』
の
上
で
同
様
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

法
然
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往
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